
12_生涯学習課_1事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 2

4 3

1

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 2,700
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2349 目 社会教育総務費

市長公約
款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習成果の活用

Ｈ31目標

事業名 94100 社会教育推進事業費

目的 ・社会教育の推進を図る 概要
・社会教育委員会議の開催
・社会教育推進事務

「生涯学習に取り組む機会や学習成果を活かすことがで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

43.2％ ↗

最終予算

2,513 2,614 2,614 △ 100

特定財源

国費　（ 

2,384 1,799 2,714

その他（ 

県費　（ 

2,614 2,614 △ 1002,513一般財源 2,384 1,799 2,714

個票枝番 主な事業内容 査定額

社会教育推進事業 2,384 1,799 2,714 2,614

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績 ・社会教育委員会議の開催（4回） 事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・地域づくりのための社会教育の推進

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・社会教育委員の本来のあり方について検討する必要がある。 評価等
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・社会教育委員の本来のあり方について教育委員会との連携も踏まえ検討す
る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_1 94100



12_生涯学習課_2事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 4

4 1

2

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 120,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 文化会館費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術に親しむ機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94200 文化会館管理事業費

目的 ・文化会館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

最終予算

154,175 122,228 122,228 940

特定財源

国費　（ 

235,788 146,930 121,288

その他（ 使用料 72 90 72

県費　（ 

122,156 122,156 940

89 72 72 0

154,086一般財源 235,716 146,840 121,216

個票枝番 主な事業内容

土地借上 34,538 34,538 33,038 36,038

査定額

文化会館の管理運営 72,396 72,396 72,250 72,390

10,700

備品購入 2,854 2,330 1,000 1,000

文化会館工事 124,000 35,683 13,000

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営

・利用状況
　利用件数　6,126件（市民文化会館：1,342件、市公民館：4,784件）
　利用者数　261,704人（市民文化会館：123,413人、市公民館：138,291人）

・改修工事
　大小ホール照明設備改修工事
　大小ホール舞台設備改修工事
　外壁改修工事（繰越明許　88,000千円）

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等

・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
・施設の利便性の向上や安全性の確保に向けた整備を行う必要がある。
・市民ニーズ、施設の利用状況、整備の緊急性等を踏まえた施設整備計画の見直しを行う必要がある。
・定期報告等に基づく施設整備計画の見直しを行う必要がある。

評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。
・計画的に整備を実施する。
・将来的な施設のあり方について検討する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_2 94200



12_生涯学習課_3事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 2

4 1

3

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 44,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 公民館費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94300 公民館管理事業費

目的 ・公民館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

最終予算

53,305 49,894 49,894 △ 9,120

特定財源

国費　（ 

55,379 55,231 59,014

その他（ 使用料 850 800 850

県費　（ 

49,044 49,044 △ 9,120

786 850 850 0

52,519一般財源 54,529 54,431 58,164

個票枝番 主な事業内容

機械器具保守 7,107 7,107 920 1,570

査定額

公民館の管理運営 41,439 41,439 41,760 41,960

1,700

公民館備品購入 116 116 400 2,000

公民館工事 4,750 4,604 14,000

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営（14施設のうち5施設）

・利用状況
　利用者数　90,496人
　公民館登録利用団体数　206団体

・機械器具保守点検
　久々野公民館舞台設備保守点検

・施設整備工事
　久々野公民館、一之宮公民館、奥飛騨総合文化センター　修繕工事

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
・施設の利便性の向上や安全性の確保に向けて、計画的に整備を行う必要がある。
・市が直営で管理する公民館の移譲等をすすめる必要がある。

評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_3 94300



12_生涯学習課_4事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 2

4 2

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 16,200
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 女性青少年推進費

市長公約
款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 家庭や地域を大切にする意識の高揚

Ｈ31目標

事業名 94400 女性青少年会館管理事業費

目的 ・女性青少年会館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

最終予算

16,733 16,230 16,230 △ 100

特定財源

国費　（ 

16,690 16,690 16,330

その他（ 使用料 14 18 14

県費　（ 

16,216 16,216 △ 100

18 14 14 0

16,715一般財源 16,676 16,672 16,316

個票枝番 主な事業内容

備品購入 0 0 200 100

査定額

女性青少年会館の管理運営 16,442 16,442 16,130 16,130

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績
・施設の管理運営
　　各種講座等を実施
　　勤労青少年ホームと合わせて２２，４０３人が利用

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。 評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_4 94400



12_生涯学習課_5事業シート（平成30年度予算）
1 1

9 4

4 3

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 産業・労働

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 4,200
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 女性青少年推進費

市長公約
款 教育費 個別分野 労働

項 社会教育費 施策概要 勤労者支援の充実

Ｈ31目標

事業名 94405 勤労青少年ホーム運営事業費

目的 ・勤労青少年ホームを活用した各種事業等の実施により、青少年の健全育成を図る。 概要
・指定管理者による施設の管理運営
・勤労青少年ホーム利用連絡会の活動に対する支援

最終予算

4,205 4,205 4,205 0

特定財源

国費　（ 

4,205 4,205 4,205

その他（ 

県費　（ 

4,205 4,205 04,205一般財源 4,205 4,205 4,205

個票枝番 主な事業内容

勤労青少年ホーム利用連絡会の活動に対する助成 265 265 265 265

査定額

勤労青少年ホームの管理運営 3,940 3,940 3,940 3,940

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績

・施設の管理運営
　　各種講座等の実施
　　女性青少年会館と合わせて２２，４０３人が利用
・勤労青少年ホーム利用連絡会の活動に対する助成

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・施設の管理運営

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。 評価等
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_5 94405



12_生涯学習課_6事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 2

4 2

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 2,600
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 女性青少年推進費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 家庭や地域を大切にする意識の高揚

Ｈ31目標

事業名 94410 青少年健全育成事業費

目的 ・青少年健全育成団体の支援等を通じて、健全な青少年を育成する。 概要
・青少年健全育成活動
・青少年健全育成団体の活動に対する支援

最終予算

2,590 2,600 2,600 △ 30

特定財源

国費　（ 

2,619 2,552 2,630

その他（ 

県費　（ 

2,600 2,600 △ 302,590一般財源 2,619 2,552 2,630

個票枝番 主な事業内容

青少年健全育成団体の活動に対する助成 2,010 2,010 2,010 2,010

査定額

青少年健全育成事業 609 542 620 590

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績

・青少年健全育成活動
　　青少年育成推進員研修会
　　　　１回目　平成２８年４月２２日　２８名
　　　　２回目　平成２９年２月　２日　１９名
・青少年健全育成団体の活動に対する助成

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・青少年健全育成団体の支援等と通じて、健全な青少年を育成する。

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・青少年健全育成団体活動の更なる充実に向け、支援のあり方等について検討する必要がある。 評価等
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・青少年健全育成団体等全市的な組織とまちづくり協議会とのかかわりの中で、
より良い活動ができるよう支援していく。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_6 94410



12_生涯学習課_7事業シート（平成30年度予算）
1 6

9 1

4 5

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 協働・行政

根拠計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 200
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 女性青少年推進費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 協働

項 社会教育費 施策概要 男女共同参画社会の実現

Ｈ31目標

事業名 94415 女性団体育成事業費

目的
・女性の視点から身近な暮らしのにおける問題解決を目指して活動している女性団体
の育成を図る。

概要 ・女性団体の活動に対する支援

最終予算

190 190 190 △ 50

特定財源

国費　（ 

190 163 240

その他（ 

県費　（ 

190 190 △ 50190一般財源 190 163 240

個票枝番 主な事業内容 査定額

女性団体の活動に対する助成 190 163 240 190

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績
・女性団体の活動に対する助成
　　団体の活動の他、県総会・県研修大会・飛騨地区研究交流集会に参加

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・女性の視点から身近な暮らしの中の問題を解決することを目指して活動してい
る女性団体の育成を図る。

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・女性団体活動の更なる充実に向け、支援のあり方等について引き続き検討する必要がある。 評価等
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・女性団体が継続して活動できるよう支援していく。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_7 94415



12_生涯学習課_8事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 2

4 2

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 3,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 女性青少年推進費

市長公約
款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 家庭や地域を大切にする意識の高揚

Ｈ31目標

事業名 94420 成人式開催事業費

目的 ・「新成人を祝うつどい」を開催する。 概要 ・１２中学校区で実行委員会を組織し、式典を開催

最終予算

3,000 3,000 3,000 0

特定財源

国費　（ 

3,000 3,000 3,000

その他（ 雑入 14

県費　（ 

3,000 3,000 03,000一般財源 3,000 2,986 3,000

個票枝番 主な事業内容 査定額

新成人を祝うつどいの開催 3,000 3,000 3,000 3,000

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績 ・１２中学校区で実行委員会を組織し、式典を開催 事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・12会場での「新成人を祝うつどい」の開催経費

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・より有意義な成人式となるよう、開催手法等について、実行委員会等と協議する必要がある。 評価等
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・前年度の実施状況を踏まえ「新成人を祝うつどい」を開催する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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12_生涯学習課_9事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 2

4 1

5

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 185,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 図書館費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94500 図書館管理事業費

目的 ・図書館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

図書館来館者数（年間） 412,455人 470,000人

最終予算

197,213 186,060 186,060 6,680

特定財源

国費　（ 

178,880 178,705 179,380

その他（ 使用料、雑入 26

県費　（ 

186,060 186,060 6,680

10 0 0 0

197,203一般財源 178,880 178,679 179,380

個票枝番 主な事業内容

図書館工事 3,000 2,985 3,500 10,000

査定額

図書館の管理運営 158,720 158,717 158,720 158,790

1,200郷土近代文学資料研究委託 1,200 1,200 1,200

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営

　利用状況
　・蔵書数　330,093点
　・利用登録者数　56,603人
　・貸出利用者数　168,860人
　・貸出点数　500,068点

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・施設の適正な運営と維持管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・利用者のニーズに応じた資料の購入や配本、レファレンスサービスの向上など、施設のより一層の利用
促進を図る必要がある。

評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_9 94500



12_生涯学習課_10事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 4

4 2

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 8,500
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 文化振興費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術活動の促進

Ｈ31目標

事業名 94600 文化振興支援事業費

目的
・文化芸術の振興を図る
・市民の自主的な文化芸術活動を支援する

概要
・文化振興事務
・文化芸術活動への支援

「文化芸術分野」の公民館登録団体数 149団体 180団体

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

50.6％ ↗

最終予算

8,690 8,800 8,800 △ 2,220

特定財源

国費　（ 

16,262 13,616 11,020

その他（ 飛騨高山ふるさと基金繰入金 2,400 3,160 800

県費　（ 

8,800 8,800 △ 1,4208,690一般財源 13,862 10,456 10,220

個票枝番 主な事業内容

飛騨春慶弦楽器維持管理、演奏会 1,040 561 1,540 1,320

査定額

文化振興に対する助成 6,554 4,402 6,800 6,800

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績

・高山市文化芸術振興激励金：13名
・イタリアのクレモナ市において、春慶弦楽器の里帰り演奏会を実施。
　クレモナ市との文化交流、高山市への観光誘客、地場産業のPRを行った。
・文化振興事業支援補助金：17件
・全国削ろう会飛騨高山大会への助成。
　2日間で延べ8,000人が来場

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・文化芸術の振興
・市民の自主的な文化芸術活動への支援

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・市民の文化芸術活動に対する支援のあり方等について検討する必要がある 評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・文化芸術振興指針に基づき事業を実施する。
・市民の自主的な文化芸術活動を支援する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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12_生涯学習課_11事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 4

4 1

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 11,800
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 文化振興費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術に親しむ機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94605 美術展覧会等開催事業費

目的 ・美術展覧会等の開催を通じて、文化芸術の振興を図る。 概要
・公募美術展の開催
・市有美術品の保存、展示

市の公募美術展への出品点数（年間） 1,167点 1,520点

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

50.6％ ↗

最終予算

12,884 10,180 10,180 1,360

特定財源

国費　（ 

3,879 3,171 8,820

その他（ 飛騨高山ふるさと基金繰入金、文化振興事業雑入 600 397 1,700

県費　（ 

6,680 6,680 △ 440

1,900 3,500 3,500 1,800

10,984一般財源 3,279 2,774 7,120

個票枝番 主な事業内容

市美術展開催 2,000 1,872 2,000 2,000

査定額

飛騨高山国際現代木版画展開催 900 718 5,820 650

6,530

美術作品額装 1,000 581 1,000 1,000

飛騨高山臥龍桜日本画大賞展開催

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績

・飛騨高山国際現代木版画トリエンナーレ（第一次審査まで）
　応募状況　一般部門：38の国と地域から542点
　　　　　　　　小中学生部門：市内小中学校から276点

・高山市美術展覧会
　応募状況　一般の部：8部門　263点
　　　　　　　　青年の部：3部門　86点
　来場者数　7,432人

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・美術展覧会の開催
・高山市美術展覧会
・飛騨高山臥龍桜日本画大賞展

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・より多くの市民に親しまれる展覧会等となるよう、あり方等について検討する必要がある。
・市有美術品の活用を図る必要がある。

評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・美術展覧会等の開催を通じて、文化芸術の振興を図る。
・実施方法の見直し等、美術展覧会のあり方について検討する。
・市有美術品の有効活用を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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12_生涯学習課_12事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 4

4 1

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 33,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 文化振興費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術に親しむ機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94610 文化芸術鑑賞事業費

目的 ・優れた文化芸術にふれる機会の充実を図る。 概要
・小学校芸術鑑賞事業の開催
・市民文化芸術鑑賞事業の開催
・子ども夢創造事業の実施

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

50.6％ ↗

最終予算

33,080 33,080 34,080 △ 6,000

特定財源

国費　（ 

32,900 32,849 40,080

その他（ 

県費　（ 

33,080 34,080 △ 6,00033,080一般財源 32,900 32,849 40,080

個票枝番 主な事業内容

小学校芸術鑑賞事業 1,920 1,869 2,070 2,070

査定額

市民文化芸術鑑賞事業 30,000 30,000 30,000 30,000

2,000

日本舞踊公演会 7,000

子ども夢創造事業（文化芸術ワークショップ） 900 896 1,000

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績
・市民文化芸術鑑賞事業：10回　累計5,750名来場
・小学校芸術鑑賞事業：小学校4年生（音楽）928名、小学校6年生（観劇）851名
・子ども夢創造事業：「わたしも一日芸大生」6コース、77名参加

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・優れた文化芸術にふれる機会の充実
　市民文化芸術鑑賞事業
　小学校芸術鑑賞事業
　子ども夢創造事業（文化芸術）

・子ども夢創造事業を充実する経費を計上

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・子どもたちが文化芸術を通じて将来の夢を育むことができるような事業展開が必要である。 評価等
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・優れた文化芸術にふれる機会の充実を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_12 94610



12_生涯学習課_13

主要事業個票（平成30年度予算）

□ □ 1

□ ☑ 9

□ 4

□ 6

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H28決算（Do・Check）　H29.8時点 （千円） [参考] H29当初予算(Action)　H29.3時点 （千円） H29決算（Do・Check）　H30.8時点 （千円） H30予算要求（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H28完了 H29完了

子ども夢創造事業「わたしも一日芸大生」を実施。
名古屋芸術大学で日本画、洋画、彫塑など全6コースのワークショップを
開講。77名が参加。

[評価等]
子どもたちが文化芸術を通じて将来の夢を育むことができるような事業
展開が必要である。

[事業内容]

①子ども夢創造事業「吹奏楽ワークショップ」
東京藝術大学音楽学部と提携し、吹奏楽の早期育成プログラムを実施。

②子ども夢創造事業「版画ワークショップ」
東京藝術大学美術学部と提携し、版画のワークショップを実施。

[事業内容]

文化芸術の専門家によるワークショップの開講　※拡充

[スケジュール]

①子ども夢創造事業「吹奏楽ワークショップ」　６月

②子ども夢創造事業「版画ワークショップ」　１０月

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

・優れた文化芸術にふれる機会
の充実を図る。

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H29完了予定 H30完了予定

維持・改善

拡大 拡大

1,000

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） △ 104 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算）

決算額 896 決算額

対前年度増減額（当初予算）

補正等 0 補正等
予算額

当初

繰越 0

主な経費 子ども夢創造事業委託料

繰越

最終 1,000 最終

目的 ・優れた文化芸術にふれる機会の充実を図る。 概要 文化芸術を身近に体感する機会の充実を図ることにより、豊かな感性や創造力を育み、子どもたちの大きな夢を育てる。

予算額

当初 1,000 予算額 当初 1,000 予算額 当初 2,000

主な経費 子ども夢創造事業委託料

内線 2350

目 文化振興費 作成年月 H30.2

社会教育費
枝番・内容 1 子ども夢創造事業（文化芸術ワークショップ）

その他重要事業 項

事業名 94610 文化芸術鑑賞事業費

区分

H29新規 H30新規

予算

会計 一般会計
担当課 生涯学習課

H29拡充 H30拡充 款 教育費
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12_生涯学習課_14事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 4

4 1

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 3,800
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 文化振興費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術に親しむ機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94620 文化伝承館管理事業費

目的 ・文化伝承館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

50.6％ ↗

最終予算

3,772 3,790 3,790 30

特定財源

国費　（ 

3,760 3,751 3,760

その他（ 

県費　（ 

3,790 3,790 303,772一般財源 3,760 3,751 3,760

個票枝番 主な事業内容 査定額

文化伝承館の管理運営 3,760 3,751 3,760 3,760

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績
・指定管理者による施設の管理運営
　利用状況
　利用者数　2,926人

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。 評価等
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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12_生涯学習課_15事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 4

4 2

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 10,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 文化振興費

市長公約 ・市民が主役で参加する「飛騨高山文化芸術祭」を継続します。
款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術活動の促進

Ｈ31目標

事業名 94630 飛騨高山文化芸術祭開催事業費

目的 ・市民が主役の文化芸術の創造・振興を図る。 概要 ・飛騨高山文化芸術祭の開催

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

50.6％ ↗

最終予算

6,000 2,000 2,000 2,000

特定財源

国費　（ 

50,000 43,131 0

その他（ 飛騨高山ふるさと基金繰入金 20,520 22,030

県費　（ 

2,000 2,000 2,0006,000一般財源 29,480 21,101 0

個票枝番 主な事業内容 査定額

飛騨高山文化芸術祭開催事業費 50,000 43,131 0 2,000

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績

飛騨高山文化芸術祭こだま～れ2016を開催
「ときめき」をテーマに実施
　オープニング・クロージング
　実行委員会プロジェクト（19件）
　市民提案プロジェクト（8件）
　市民応援プロジェクト（20件）

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・飛騨高山文化芸術祭こだま～れ2019
　　開催準備

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・文化芸術振興の象徴的なイベントとして、市民一人ひとりが主役の文化芸術祭とする。
・実施内容の成果、課題を洗い出し、より効果的な開催への分析と検証が必要である。

評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容の見直しにより、内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・飛騨高山文化芸術祭を振り返り、課題等の洗い出し、次回開催に向けた検討を
進める。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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12_生涯学習課_16

主要事業個票（平成30年度予算）

□ ☑ 1

□ □ 9

□ 4

□ 6

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H28決算（Do・Check）　H29.8時点 （千円） [参考] H29当初予算(Action)　H29.3時点 （千円） H29決算（Do・Check）　H30.8時点 （千円） H30当初予算（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H28完了 H29完了

飛騨高山文化芸術祭こだま～れ2016を開催
「ときめき」をテーマに実施
　オープニング・クロージング
　実行委員会プロジェクト（19件）
　市民提案プロジェクト（8件）
　市民応援プロジェクト（20件）
【評価等】
・文化芸術振興の象徴的なイベントとして、市民一人ひとりが主役の文化
芸術祭とする。
・実施内容の成果、課題を洗い出し、より効果的な開催への分析と検証
が必要である。

[事業内容] [事業内容]

第３回飛騨高山文化芸術祭に向けた準備

[スケジュール] [スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

・飛騨高山文化芸術祭を振り返
り、課題等の洗い出し、次回開
催に向けた検討を進める。

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H29完了予定 H30完了予定

維持・改善

拡大 拡大

2,000

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算）

決算額 43,131 決算額

対前年度増減額（当初予算）

補正等 補正等
予算額

当初

繰越

主な経費

繰越

最終 最終

目的 芸術文化の振興 概要 飛騨高山文化芸術祭こだま～れ2019の開催準備

予算額

当初 予算額 当初 0 予算額 財務部査定額 2,000

主な経費 飛騨高山文化芸術祭実行委員会負担金

内線 2361

目 文化振興費 作成年月 Ｈ29.10

社会教育費
枝番・内容 1 飛騨高山文化芸術祭実行委員会負担金

その他重要事業 項

事業名 94630 飛騨高山文化芸術祭開催事業費

区分

H29新規 H30新規

予算

会計 一般会計
担当課 生涯学習課

H29拡充 H30拡充 款 教育費

12_生涯学習課_16 94630-1



12_生涯学習課_17事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 2

4 1

9

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 4,200
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2349 目 生涯学習推進費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94900 生涯学習推進事業費

目的 ・生涯学習機会の提供と充実を図る。 概要
・生涯学習講座の開催
・子ども夢創造事業（科学）の実施
・放送大学岐阜学習センター高山分室の管理運営

生涯学習講座参加者数（年間） 730人 1,100人

「生涯学習に取り組む機会や学習成果を活かすことがで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

43.2％ ↗

最終予算

3,415 3,660 4,660 2,460

特定財源

国費　（ 

4,912 2,833 2,200

その他（ 

県費　（ 

3,660 4,660 2,4603,415一般財源 4,912 2,833 2,200

個票枝番 主な事業内容

放送大学高山学習センター運営 735 733 700 770

査定額

子ども夢創造事業（ものラボワークショップほか） 965 622 1,000 2,000

500生涯学習講座の開催 1,951 218 500

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績
・生涯学習講座の開催（11回、730人参加）
・子ども夢創造事業の実施（9回、1,014人参加）
・放送大学岐阜学習センター高山分室の管理運営（学生数86人、新規入学者数12人）

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・学習機会の提供
・子ども夢創造事業（科学）の実施
・放送大学岐阜学習センター高山分室の管理運営

・子ども夢創造事業を充実する経費を計上

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・自己研鑽のための学習だけでなく、地域づくりにつながる学習機会を提供する必要がある。
・子どもたちが科学やものづくりを通じて将来の夢を育むことができるような事業展開が必要である。

評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・生涯学習機会の提供と充実を図る。
・子ども夢創造事業を実施する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_17 94900



12_生涯学習課_18

主要事業個票（平成30年度予算）

□ □ 1

□ ☑ 9

□ 4

□ 9

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H28決算（Do・Check）　H29.8時点 （千円） [参考] H29当初予算(Action)　H29.3時点 （千円） H29決算（Do・Check）　H30.8時点 （千円） H30予算要求（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H28完了 H29完了

施設見学ツアー（京都大学飛騨天文台、中部電力高根第一ダム）　参加
者65人
子ども移動科学館（理科実験・ものづくり教室）参加者129人
ものラボワークショップ　参加者20人
永田伸一講演会　参加者800人

[事業内容]

施設見学ツアー（京都大学飛騨天文台、中部電力高根第一ダム）　参加
者54人
子ども移動科学館（理科実験・ものづくり教室）参加者154人
ものラボワークショップ　参加者24人
牧野篤講演会　参加者800人

[事業内容]

施設見学ツアー
科学ひろば（仮称）※拡充
ものラボワークショップ　※拡充
講演会

[スケジュール]

施設見学ツアー（京都大学飛騨天文台8/9、中部電力高根第一ダム
7/25）
子ども移動科学館（理科実験・ものづくり教室）7/31、8/9
ものラボワークショップ　8/3～5
牧野篤講演会　10/20

[スケジュール]

施設見学ツアー　7～8月
科学ひろば　8月、11月
ものラボワークショップ　8月
講演会　10月

次年度以降
の考え方
(担当課)

・生涯学習機会の提供と充実を
図る。
・子ども夢創造事業を実施す
る。

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H29完了予定 H30完了予定

維持・改善

拡大 拡大

1,000

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） △ 286 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算）

決算額 622 決算額

対前年度増減額（当初予算）

補正等 0 補正等
予算額

当初

繰越 0

主な経費
ものラボ謝礼
工作材料等消耗品費
講師謝礼等

繰越

最終 1,000 最終

目的 子ども達の科学に対する関心を高めるとともに、ものづくりを通じた職業意識を育成する。 概要
・連携大学やサイエンスワールド、民間企業等の団体の協力による「科学ひろば（仮称）」を行う。
・ものラボの拡充

予算額

当初 1,000 予算額 当初 1,000 予算額 要求額 2,000

主な経費
ものラボ、協力団体等謝礼
工作材料等消耗品費
講師謝礼等

内線 2349

目 生涯学習推進費 作成年月 Ｈ30.2

社会教育費
枝番・内容 1 子ども夢創造事業（ものラボワークショップほか）

その他重要事業 項

事業名 94900 生涯学習推進事業費

区分

H29新規 H30新規

予算

会計 一般会計
担当課 生涯学習課

H29拡充 H30拡充 款 教育費
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12_生涯学習課_19事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 2

4 2

9

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 1,700
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 生涯学習推進費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 家庭や地域を大切にする意識の高揚

Ｈ31目標

事業名 94910 家庭教育充実事業費

目的
・家庭や地域とのかかわりの中で教え学びあえるつながりのある家庭教育を実施する。
・ＰＴＡが行う、地域の絆を深め子どもたちを見守る活動を支援する。

概要
・家庭教育講座の開催
・ＰＴＡ連合会の活動に対する支援

家庭教育に関する各種学習機会への参加者数（年間） 39078 38000人

「生涯学習に取り組む機会や学習成果を活かすことがで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

43.2％ ↗

最終予算

1,487 1,760 1,760 0

特定財源

国費　（ 

1,760 1,112 1,760

その他（ 

県費　（ 

1,760 1,760 01,487一般財源 1,760 1,112 1,760

個票枝番 主な事業内容

家庭教育講演会 300 92 300 300

査定額

家庭教育講座 900 536 900 900

360ＰＴＡ連合会の活動に対する助成 360 360 360

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績
・家庭教育講座の開催支援
　　市・学校・ＰＴＡ等で２４１回の講演会等を開催。うち、「学ぶＰＴＡ」を１３校で実施
・ＰＴＡ連合会の活動に対する助成

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・家庭や地域とのかかわりの中で教え学びあえるつながりのある家庭教育の実
施
・ＰＴＡが行う地域の絆を深め子どもたちを見守る活動の支援

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・家庭教育の充実を求める市民ニーズに対応した家庭教育のあり方について、引き続き検討する必要が
ある
・ＰＴＡ活動の更なる充実に向け、支援のあり方等について引き続き検討する必要がある。

評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・まちづくり協議会で行う家庭教育と連携する仕組みについて検討する。
・ＰＴＡがまちづくり協議会の中でより良い活動ができるよう支援する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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12_生涯学習課_20事業シート（平成30年度予算）
1 3

9 2

4 1

9

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成30年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施 5.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 （ｄ）-(ｃ)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H28 H29 Ｈ30 実施計画額 36,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ28実績 Ｈ29実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 生涯学習推進費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94920 生涯学習施設等管理事業費

目的 ・生涯学習施設の適正な管理運営により、市民の利用を促進する 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

「生涯学習に取り組む機会や学習成果を活かすことがで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

43.2％ ↗

最終予算

62,300 59,160 59,160 24,270

特定財源

国費　（ 

62,330 58,421 34,890

その他（ 使用料 10 17 10

県費　（ 

59,150 59,150 24,270

11 10 10 0

62,289一般財源 62,320 58,404 34,880

個票枝番 主な事業内容

生涯学習施設工事 20,000 19,008 0 24,000

査定額

生涯学習施設等の管理運営 34,430 34,387 34,390 34,520

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営（3施設）

・利用状況
　利用者数　40,244人

・改修工事
　丹生川文化ホール外壁改修工事
　丹生川文化ホール冷温水発生機オーバーホール工事

・備品購入
　飛騨プラネタリウム　空調機　3台

事業実績
担当課

予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
・施設の利便性の向上や安全性の確保に向けて、計画的に整備を行う必要がある。

評価等
財務部
査定の
考え方

・要求内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。
・計画的に整備を実施する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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